
5 月 15日～ 6月 14日の休館日
5 月 16・23・30日（月）
6月 6・13日（月）

5 月 15日～ 6月 14日の休館日
5 月 16・23・30日（月）
6月 6・13日（月）

■問い合わせ先　あおや郷土館（青谷町青谷 3030）　　　　　
　　　　　　　　　 　（0857）85ー2351

　各地へ出かけ、シャッターチャンスをねらって写真を
撮り続ける、気高・鹿野・青谷在住のアマチュアカメラ
マン約30人による写真展。四季折々の自然の風景や年
中行事、人物などを撮った作品約60点を紹介します。
光と影の織りなす一瞬の美の世界をどうぞご覧ください。△

と　き　５月２１日（土）～６月１２日（日）
　　　　　午前 9時～午後 5時△

入館料　無料

郷土のアマチュアカメラマンによる
写真展２００５

あおや郷土館だより

やまびこ館への招待
第４回ホタル展

「 新・鳥取市のホタル」
　合併により広くなった鳥取市の各地域のホタルと、そ
れにまつわるさまざまな人物などをご紹介します。△

と　き　6月3日（金）～6月19日（日）
　　　　　午前9時～午後9時△

ところ　1階特別展示室△

入館料　一般500円（高校生以下と70歳以上は無料）
　※午後5時以降は、特別展示室のみの観覧料は無料です。
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古紙配合率 100%再生紙を使用しています

■問い合わせ先　わらべ館（西町三丁目202） （0857）22ー7070

■問い合わせ先　さじアストロパーク（佐治町高山 1071－1）
　　　　　　　　　　 （0858）89ー1011

5 月 15日～ 6月 14日の休館日
5 月 16日（月）、17日（火）、23・30日（月）
6月 6・13日（月）、14日（火）

5 月 15日～ 6月 14日の休館日

5 月 18日（水）

　我が国初の本格的ロケット「ペンシル」発射実験から
50年。これまでの日本の宇宙開発の歴史を振り返ると
ともに、これからの宇宙開発を紹介する展示です。手
作りロケットなども展示します。△

と　き　６月４日 (土 ) ～９月４日（日）△

料　金　入館料として一般 300円、高校生以下 無料

特別展示

「ペンシルロケット成功50周年記念展」

△

と　き　６月 30日（木）までの毎週木・土曜日　
　　　　　午前 11時～、午後 2時～△

ところ　１階童謡の部屋木造教室△
内　容　季節の唱歌を足踏みオルガンで一緒に歌いましょう。△
参加費　入館料が必要

わらべ館唱歌教室（初夏編）

■問い合わせ先　やまびこ館（上町88） （0857）23ー2140

5 月 15日～ 6月 14日の休館日
5 月 16・23・30日（月）
※6月 6・13日（月）は開館します。

　佐治町で有名な「星・和紙・梨・石・
話」は、ひらがなに直すと５つとも最
後に「し」がつきます。その「５し」
を満喫していただくツアーです。紙す
き体験や佐治谷話の語り、梨の袋かけ
やプラネタリウム観覧など、１日楽し
くお過ごしください。△

と　　き　５月２９日 (日 )  鳥取駅午前 9時出発　
　　　　　　　　　　　　　　 午後4時30分帰着予定△

参 加 費　2,980 円（見学費・昼食代など）△

定　　員　20人（最少催行人員５人）△

申込期間　５月 1５日（日）～２５日（水）
※定員になり次第、締め切ります。

参加してみませんか

「 5
ご

しの里佐治町」満喫ツアー

「とっとり市報」についてご意見ご感想をお寄せください。
〒680ー8571
市役所本庁舎
秘書課広報室

（0857）20ー3159　 （0857）21ー1594
電子メール　kouhou@city.tottori.tottori.jp

■問い合わせ先　青谷上寺地遺跡展示館（青谷町青谷 4064）
　　　　　　　　　 　（0857）85ー0841

　「チャレンジデー」は、この日に青谷町地域内で運動
した人をカウントし、鹿児島県日置市と参加率を競う
ものです。青谷町地域内では、当日、古代体験のほか
各会場に分かれて、多彩な運動ができます。みなさん
もぜひご参加ください。△

と　き ５月 25日（水）
 午前 9時～
 午後 3時△

内　容 弓矢で的当て、
火起こし体験、
丸太くり抜き
など、体を動
かしてみましょう。△

入館料 無料

チャレンジデー　古代狩猟体験

編 集 後 記
　前号の「市長の散歩道 春の鳥取砂丘へ」はいかがだったでし
ょうか。そのなかで引用していた有島武郎の歌、「浜坂の遠き砂
丘の中にして さびしきわれを見出けるかも」は、「濱坂の き砂
丘の中にして 佗

わ

びしき我れを見出でつるかな」の誤りでした。
前の歌は武郎の歌として、妹山本愛子さんが石碑に刻んだもの
で、鳥取砂丘の柳茶屋付近にあります。私としては、砂丘にま
つわる歌としてとりあげられる機会の多いこの歌を有島武郎本
人の歌と勘違いし、市長の原稿を単なる誤りと早合点して編集
時に石碑の歌を掲載してしまいました。市長からの指摘により
資料を調べてみますと、確かに武郎本人が詠んだ歌は後の方で
した。自分の知識不足と良く確認しなかった点を大いに反省す
るとともに、この鳥取の地にゆかりのある文人の歌の数々に改
めて目を見張りました。(S.F)


